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千葉県松戸市の約 1.1ヘクタールの関家屋敷林は、江戸時代の名
主である関家が1995年の相続時に、公益財団法人埼玉県生態系
保護協会に寄付した森。「子どもの森」として開放していた父・関武
夫氏の遺志を継ぎ、市民団体「関さんの森を育む会」が、維持管理
と森に親しむ活動などを行っている（公益財団法人埼玉県生態系
保護協会提供）

日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

関さんの森

【特集チーム】編集委員：神野武美、早瀬昇、増田宏幸、
　　　　　　  　　　　  村岡正司、百瀬真友美

【協力】公益財団法人京都地域創造基金
　　　 山北洋二（一般社団法人全国レガシーギフト協会理事）

特 集
あ
さ　

最
近
、
イ
ゾ
ウ
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

ね
。

新
次
郎　

イ
ゾ
ウ
っ
て
、
維
新
の
志
士
の
？

あ
さ　

そ
れ
は
人
斬
り
と
言
わ
れ
た
岡
田

以
蔵
で
し
ょ
う
。
私
が
言
っ
て
る
の
は
「
遺

贈
」。
亡
く
な
っ
た
後
の
財
産
、
遺
産
を
贈
る

話
よ
。

新
次
郎　

あ
ぁ
、
相
続
の
こ
と
ね
。

あ
さ　

遺
産
は
通
常
、
法
定
相
続
人
に
相
続

さ
れ
る
け
ど
、
法
定
相
続
人
以
外
に
「
遺
贈
」

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
個
人
だ
け
で
な
く
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
法
人
に
も
財
産
を
贈
れ
る
の
。

「
法
定
相
続
人
」
の
範
囲

新
次
郎　

ホ
ウ
テ
イ
ソ
ウ
ゾ
ク
ニ
ン
？　

何
、

そ
れ
っ
？

あ
さ　

民
法
で
定
め
ら
れ
た
相
続
財
産
を
引

き
継
ぐ
権
利
が
あ
る
人
の
こ
と
。
と
い
っ
て

も
、
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
相
続
の
順
位
が
決

ま
っ
て
い
る
の
。

　

配
偶
者
に
は
常
に
相
続
権
が
あ
っ
て
、
他

の
親
族
は
、
そ
の
立
場
で
三
つ
に
分
か
れ
、

次
の
順
序
で
配
偶
者
と
共
に
相
続
人
に
な
る

の
。
ま
ず
第
１
順
位
は
子
ど
も
な
ど
。
こ

の
第
１
順
位
に
あ
た
る
人
が
誰
も
い
な
い
場

合
、
配
偶
者
と
第
２
順
位
の
父
母
な
ど
が
相

続
権
を
持
つ
。
第
１
順
位
の
人
も
第
２
順
位

の
人
も
い
な
い
場
合
、
第
３
順
位
の
兄
弟
や

姉
妹
な
ど
も
相
続
権
を
持
つ
わ
け
（
図
１
）。

で
も
、
だ
ん
だ
ん
縁
遠
く
な
る
で
し
ょ
う
。

新
次
郎　

そ
う
だ
よ
ね
。
甥お
い
め
い姪
だ
と
、
親
戚

［図1］
法定相続人
の範囲

特 集

の
結
婚
式
の
際
に
会
っ
た
だ
け
…
…
と
い
う

こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
ら
ね
。

あ
さ　

そ
う
で
し
ょ
う
。
遺
産
っ
て
人
生
の

集
大
成
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
こ
だ
わ
り

も
強
く
な
る
わ
よ
ね
。

　

ま
た
、
た
と
え
ば
未
婚
の
一
人
っ
子
で
子

ど
も
が
お
ら
ず
、
か
つ
父
母
や
祖
父
母
も
亡

く
な
っ
て
い
る
場
合
、
法
定
相
続
人
が
い
な
い

か
ら
遺
産
も
国
庫
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
わ
け
ね
。
で
も
国
に
納
め
ら
れ
た
財
産
が

ど
う
活い

か
さ
れ
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ

れ
よ
り
も
、
自
分
の
思
い
を
託
せ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
寄
付
を
し
て
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
人
も
多
い
と
思
う
の
。

新
次
郎　

な
る
ほ
ど
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
も
よ

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
ね
。

あ
さ　

公
式
の
統
計
は
な
い
け
れ
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
遺
贈
が
か
な
り
増
え
て
い
る
の
。
あ
し
な

が
育
英
会
で
は
10
年
前
の
３
倍
、
５
年
前
の

２
倍
に
増
え
、
日
本
盲
導
犬
協
会
で
も
３
年

前
の
１
・
９
倍
、
国
境
な
き
医
師
団
で
も
３
年

前
の
３
倍
に
増
え
て
い
る
（
注
１
）
そ
う
よ
。

　

ま
た
、
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
の

調
査
で
は
、「
遺
産
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
良

い
」
と
い
う
人
が
21
％
も
い
る
と
い
う
こ
と
だ

わ
（
注
２
）。

「
遺
贈
」
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
背
景

新
次
郎　

で
も
、
な
ぜ
最
近
、
遺
贈
が
注
目 元大阪市立大学教授、永井浩次氏

とご遺族から大阪市西区と東区の
所有地計729平方㍍の寄贈を受け
て、1978年、大阪市西区に建設さ
れた社会福祉法人日本ライトハウ
ス・情報文化センター。右の写真は
2009年に改築された現在の建物。
永井氏の願いであった視覚障害者
の情報と文化の振興に、役割を果
たし続けている（社会福祉法人日本
ライトハウス提供）

父 母

祖父 祖母 祖母祖父

（「父」が死亡している場合）（「母」が死亡している場合）

第３順位 

第２順位

亡く 
なった人

兄弟姉妹 兄弟姉妹 
の配偶者 

配偶者

甥・姪 甥・姪 子 子 子の配偶者 
（「兄弟姉妹」が死亡している場合） 

孫 孫孫の配偶者
（親である「子」が 
死亡している場合） 

ひ孫 

第１順位 

（「子」も「孫」も
死亡している場合）  

配偶者は常に 
法定相続人になる 

さ
れ
だ
し
た
ん
だ
ろ
う
？

あ
さ　
い
ろ
ん
な
要
因
が
あ
り
そ
う
な
の
。一

つ
は
、
結
婚
し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
の

影
響
。
図
２
の
「
生
涯
未
婚
率
（
注
３
）
の
推

移
」
を
見
て
。

新
次
郎　

１
９
９
０
年
代
か
ら
急
に
未
婚
率

が
増
え
だ
し
て
る
ね
。

あ
さ　

結
婚
し
な
い
人
が
増
え
る
と
子
ど
も
が

い
な
い
人
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。そ
う
な
る
と
、

法
定
相
続
人
が
大
し
て
交
流
の
な
か
っ
た
甥
や

姪
に
な
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
の
よ
。

● 「
図
書
館
資
料
充
実
基
金
」
の
場
合

　

大
阪
府
八
尾
市
に
住
み
２
０
１
４
年
８
月
に

死
去
し
た
東
千
恵
子
さ
ん
は
独
り
身
で
相
続

人
も
い
な
か
っ
た
。
12
年
６
月
、「
長
年
、
図
書

館
や
移
動
図
書
館
を
頻
繁
に
利
用
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
図
書
の
充
実
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
司
法
書
士
や
信
託
銀
行
と
協
議
し

て
公
正
証
書
を
作
成
し
約
１
億
３
０
０
０
万
円

を
市
に
包
括
遺
贈
し
た
。
実
際
は
、
手
続
き

費
用
な
ど
を
差
し
引
い
た
約
１
億
２
０
０
０
万

円
が
遺
贈
さ
れ
、
市
は
15
年
７
月
に
「
図
書
館

資
料
充
実
基
金
」
を
設
立
。
毎
年
、
市
内
４

カ
所
の
市
立
図
書
館
や
44
小
中
学
校
が
計
約

６
０
０
万
円
の
図
書
を
購
入
し
て
い
る
。
遺
贈

し
た
財
産
の
多
く
は
株
式
で
、
信
託
銀
行
に
よ

る
売
却
に
時
間
が
か
か
り
、
手
続
き
完
了
ま
で

に
約
１
年
か
か
っ
た
と
い
う
。　
　
　
　
（
神
野
）

（
注
１
）
遺
贈
寄
付
推
進
会
議
編
『
遺
贈
寄
付
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
２
０
１
６
年
、
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
。

（
注
２
）
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
編
『
寄
付
白
書
２
０
１
１
』
２
０
１
２
年
、
日
本
経
団
連
出
版
。

（
注
３
）
50
歳
時
点
で
一
度
も
結
婚
し
て
い
な
い
人
の
割
合
。
図
２
は
国
勢
調
査
を
も
と
に
、
45
〜 

49
歳
と
50
〜
54
歳
の
未
婚
率
の
平
均
を
示
し
て
い
る
。

朝
ド
ラ
的
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダーです。

（ウォロ１冊５００円＋送料２５０円）
お問い合わせはウォロ編集部／volo@osakavol.orgまで

も
と
も
と
独
立
国
家
で
あ
っ
た
琉
球
王

国
を
強
制
的
に
日
本
国
に
組
み
込
ん
だ

１
８
７
９
年
の
「
琉
球
処
分
」
に
は
じ
ま
り
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、
沖
縄
が
本
土
防
衛

の
捨
て
石
と
さ
れ
、
一
般
住
民
も
巻
き
込
ん
だ

地
上
戦
で
県
民
の
４
人
に
１
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
。
１
９
０
３
年
に
は
沖
縄
や
ア
ジ
ア
の
国
の

人
々
な
ど
を
見
世
物
に
し
た
、「
人
類
館
事
件
」

な
ど
も
起
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な

経
過
に
加
え
、
近
年
は
別
の
角
度
か
ら
の
「
沖

縄
差
別
」
と
も
い
え
る
現
象
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
あ
る
米
軍
専
用
施
設
の
約
70
％
が
、

全
国
の
面
積
の
１
％
に
も
満
た
な
い
沖
縄
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
だ
が
、
そ
れ
ら
は
か

つ
て
は
本
土
に
あ
っ
た
も
の
が
、
周
辺
住
民
の

反
対
運
動
等
で
移
転
し
て
き
た
も
の
も
多
い
。

し
か
し
、
基
地
反
対
の
沖
縄
の
民
意
は
、
選
挙

結
果
な
ど
で
何
度
も
示
さ
れ
て
い
る
が
無
視
さ

れ
続
け
て
い
る
。
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
米
軍

機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
つ
い
て
も
、
本
土
で
は

地
元
が
拒
否
す
る
と
政
府
は
断
念
す
る
が
、
沖

縄
へ
の
配
備
は
強
行
す
る
よ
う
な
、
政
治
上
の

「
差
別
」
も
露
骨
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

沖
縄
住
民
に
対
し
「
土
人
」
発
言
を
し
て
問

題
に
な
っ
た
大
阪
府
警
の
機
動
隊
員
は
20
代
だ
っ

た
が
、
昨
今
ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
沖
縄
に
対
す

る
根
拠
の
な
い
差
別
的
ヘ
イ
ト
論
も
、
若
い
世
代

に
影
響
を
与
え
は
じ
め
て
い
る
。

　
「
基
地
は
日
本
の
安
全
の
た
め
必
要
。
で
も

自
分
の
地
域
に
来
る
の
は
嫌
だ
。
沖
縄
に
置
き

続
け
る
の
は
仕
方
な
い
」。
本
土
に
住
む
私
た
ち

に
、
そ
う
い
う
感
覚
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

沖
縄
に
関
わ
る
問
題
を
考
え
る
上
で
、
歴
史

的
・
政
治
的
な
視
点
に
加
え
、
私
た
ち
の
意
識

の
中
も
含
め
た
、
構
造
的
か
つ
無
意
識
な
「
沖

縄
差
別
」
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
、
見
つ
め
直
し

て
み
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

編
集
委
員
　
大
門 

秀
幸

※ ２
０
０
３
年
９
月
11
日
、
私
の

い
ち
ば
ん
長
い
日
で
あ
る
。

　

と
い
う
と
、
２
０
０
１
年
９
月

11
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発

テ
ロ
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

と
思
う
が
、
そ
の
日
は
私
た
ち
が

雑
誌
『
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
』
を

創
刊
し
、
路
上
で
発
売
し
た
初
日

だ
っ
た
。

　
『
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
』
は

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
し
か
売
れ
な
い
、

彼
ら
の
仕
事
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
制
作
さ
れ
た
雑
誌
だ
。
定
価

２
０
０
円
（
現
在
３
５
０
円
）
の

雑
誌
を
売
る
と
、
そ
の
半
分
以
上

の
１
１
０
円
（
現
在
１
８
０
円
）

が
彼
ら
の
収
入
と
な
り
、
そ
れ
を

積
み
重
ね
自
立
へ
の
道
を
歩
ん
で

も
ら
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　

こ
の
日
は
、
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
に

興
味
を
も
っ
た
編
集
長
の
水
越
洋

子
が
英
国
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
訪
れ
、

ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
版
の
代
表
メ
ル
・
ヤ
ン
グ
に
会

い
、
発
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年

後
で
も
あ
っ
た
。
水
越
は
ビ
ッ
グ
イ

シ
ュ
ー
と
い
う
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の

仕
組
み
に
感
動
し
、
大
阪
で
も
発

行
し
た
い
と
そ
の
場
で
半
ば
約
束

を
し
て
き
た
。
そ
の
日
以
来
１
年

間
、
副
編
集
長
の
佐
野
未
来
、
私

の
３
人
は
創
刊
の
た
め
毎
日
10
時

か
ら
23
時
ま
で
働
き
続
け
た
。

　

雑
誌
制
作
だ
け
で
も
、
資
料
収

集
、
ア
イ
デ
ィ
ア
会
議
、
雑
誌
の
コ

ン
セ
プ
ト
、
年
間
24
本
の
特
集
企

画
、
表
紙
や
誌
面
デ
ザ
イ
ン
案
の

ミ
ニ
コ
ン
ペ
、
ラ
イ
タ
ー
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
募
集
・
面
接
、
見
本
誌
作

成
、
広
告
、
資
金
集
め
な
ど
の
仕

事
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
、
難
航
し
た
の
は
路
上

販
売
に
関
す
る
警
察
と
の
交
渉
、

そ
し
て
最
も
予
測
不
可
能
だ
っ
た

の
は
販
売
希
望
者
が
集
ま
る
か
ど

う
か
で
あ
っ
た
。
釜
ヶ
崎
で
の
最

初
の
販
売
説
明
会
に
来
た
人
は

12
人
、
登
録
者
は
わ
ず
か
４
人
で

あ
っ
た
。
発
売
日
ま
で
の
登
録
者

は
33
人
、
当
日
集
ま
っ
た
の
は
20

人
だ
っ
た
。
一
番
心
配
だ
っ
た
の

が
、
道
行
く
市
民
が
ホ
ー
ム
レ
ス
の

人
の
所
に
わ
ざ
わ
ざ
近
寄
っ
て
買
っ

て
く
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
発

売
日
の
前
夜
、
私
は
道
行
く
人
が

素
通
り
し
て
ゆ
く
夢
に
う
な
さ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
心
配
は
、

そ
の
年
の
９
月
９
日
以
降
に
阪
神

が
勝
て
ば
18
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優

勝
が
決
定
す
る
と
い
う
状
況
だ
っ

た
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
大
阪
の
町

は
大
騒
ぎ
で
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
誌
の

販
売
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
。
幸

い
に
も
15
日
に
優
勝
が
決
ま
り
、

11
日
に
は
優
勝
を
待
ち
か
ね
る
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
２
ケ
タ
の
メ
デ
ィ

ア
が
私
た
ち
の
販
売
開
始
風
景
を

取
材
し
て
く
れ
た
。

　

９
月
11
日
（
木
）
は
晴
天
。
午

前
８
時
に
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前
東
口
広

場
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
英
国
版
編
集

長
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ド
も
参
加
し
て
起

業
式
を
行
い
、
販
売
を
始
め
た
。

そ
の
日
の
販
売
冊
数
は
５
６
０

冊
。
１
人
平
均
23
冊
、
多
い
人
は

60
冊
を
売
っ
た
。
販
売
者
の
中
に

は
、「
ビ
ッ
グ
シ
チ
ュ
ー
、
１
冊
い
か

が
で
す
か
」
と
言
い
間
違
え
る
人

も
い
た
。
販
売
に
不
慣
れ
な
Ａ
さ

ん
の
売
り
上
げ
は
20
冊
、
そ
の
晩
、

「
久
し
ぶ
り
に
ド
ヤ
（
簡
易
宿
泊

所
）
で
寝
ら
れ
た
」。「
青
カ
ン
（
野

宿
）
は
身
体
に
き
つ
い
ん
で
す
」

と
、
２
日
目
に
は
34
冊
を
売
っ
た
。

　

こ
の
日
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
ト
ク

だ
ね
！
」
が
密
着
取
材
。
ま
た
、

事
務
所
は
、
販
売
場
所
の
問
い
合

わ
せ
に
始
ま
り
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
、

通
信
社
な
ど
、
特
に
地
方
の
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
等
の
問
い
合

わ
せ
で
電
話
が
鳴
り
や
ま
な
か
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出
も
相

次
い
だ
。
そ
し
て
、
16
日
ま
で
の

６
日
間
で
３
１
０
９
冊
を
売
り
上

げ
、
販
売
者
も
40
人
と
な
っ
た
。

11
月
６
日
第
２
号
発
行
ま
で
の
49

日
間
、
創
刊
号
は
３
万
８
２
３
４

冊
（
１
日
平
均
７
８
０
冊
）
を

売
っ
た
。

　

こ
の
日
が
あ
っ
て
、
２
０
１
６

年
12
月
１
日
、
市
民
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
の
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
誌

は
３
０
０
号
（
累
計
７
５
３
万

冊
、
販
売
者
へ
の
提
供
収
入

11
億
１
４
５
０
万
円
）
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

１
９
４
１
年
、大
阪
生
ま
れ
。大
学
、都
市
計
画
事
務
所
勤
務
を
経
て
、

１
９
８
０
年
都
市
・
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
独
立
、事
務
所
を
設
け
る
。

２
０
０
３
年
５
月
有
限
会
社
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
を
設
立
、共
同
代
表

就
任
。２
０
０
７
年
９
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
基
金
を
創
設
、理

事
長
就
任
。趣
味
は
音
楽（
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
）を
聴
く
こ
と
。

佐
さ の

野  章
し ょ う じ

二
有限会社
ビッグイシュー日本　
共同代表

　
　
「
あ
の
と
き
は
、
本
当
に
困
っ
た
…
…
」
「
あ
の
一
言
で
、
救
わ
れ
た
…
…
」

　
　
「
あ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
出
発
点
だ
っ
た
…
…
」

　
　
市
民
活
動
を
続
け
て
い
く
中
に
は
、
曲
が
り
角
や
分
岐
点
も
あ
れ
ば
、

　
　
大
き
く
飛
躍
し
た
記
念
す
べ
き
一
日
も
…
…
。

　
　
市
民
活
動
家
た
ち
の
忘
れ
ら
れ
な
い
【
私
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
】
と
は
!?

第17回

ビ
ッ
グ
シ
チ
ュ
ー
、１
冊
い
か
が
で
す
か
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教室を利用した工房では革細工の
製造が行われていた

取材当日のランチは豚肉の水菜巻きと
蒸し寿司を中心に。 950円

カフェでは若いスタッフが働いている

昔懐かしい小学校の姿がそのまま保存されている。
地域を見守ってきた校舎を残そうと、
住民たちが働きかけた

兵
庫
県
篠
山
市
の
城
下
町
（
市

街
地
）
か
ら
東
へ
車
で
約
20

分
。
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
場

所
に
カ
フ
ェ
＆
ア
ト
リ
エ「
里
山
工
房
く

も
べ
」
は
あ
る
。

　

約
３
５
０
世
帯
、
人
口
９
０
０
人

弱
の
「
篠
山
市
雲
部
地
区
」
に
た
だ

一
つ
あ
っ
た
雲
部
小
学
校
が
統
廃
合
に

よ
っ
て
閉
校
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
０

年
の
こ
と
。
長
年
地
域
を
見
守
っ
て
き

た
小
学
校
が
な
く
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す

高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
ん
で
し
ま
う
。

「
再
び
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
団

体
や
市
役
所
の
元
職
員
、
生
産
者
か

ら
な
る
「
く
も
べ
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
が
地
域
に
校
舎
の
保
存
を
働
き

か
け
た
。
そ
の
後
、
校
舎
を
地
元
住

民
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、

同
協
議
会
の
一
部
門
と
し
て
13
年
に

「
合
同
会
社
里
山
工
房
く
も
べ
」
を

設
立
、
現
在
も
施
設
の
運
営
に
当
た
っ

て
い
る
。

　

旧
校
舎
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
そ
の
ま
ま

に
、
職
員
室
だ
っ
た
部
屋
は
「
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
」に
、
校
長
室
は
「
農
産
品

直
売
所
」に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
し
て

六
つ
あ
っ
た
各
教
室
を
「
ア
ト
リ
エ
」

と
し
て
開
放
、
革
製
品
や
丹
波
木
綿
の

機
織
り
な
ど
、
市
内
で
活
動
す
る
も
の

づ
く
り
の
作
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を

生
か
し
た
物
品
の
製
造
販
売
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
目
的
は
交
流
を
深
め
る
こ
と
。
こ

こ
が
そ
の
拠
点
に
な
れ
ば
、
新
た
に
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
里
山

工
房
く
も
べ
代
表
社
員
の
今
井
進
さ

ん
は
語
る
。
自
ら
雲
部
地
区
の
自
治

会
長
も
経
験
し
て
き
た
「
地
元
の
人
」

だ
。「
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
、
地
域
で

農
業
体
験
ツ
ア
ー
や
夜
桜
カ
フ
ェ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
て
い
ま

す
。
若
手
農
家
が
集
ま
る
し
か
け
も
つ

く
り
た
い
で
す
ね
」

　

安
心
・
安
全
な
食
材
を
使
っ
た
カ

フ
ェ
ラ
ン
チ
は
週
替
わ
り
。
ド
ラ
イ
ブ

が
て
ら
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
若
者
や
親

子
連
れ
の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
近
隣
の
小
学
校
か
ら
は
社
会
見

学
に
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
。

　
「
く
も
べ
が
で
き
て
、
再
び
人
が
集

ま
る
し
か
け
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
」

（
今
井
さ
ん
）。

編
集
委
員
　
杉
浦 

健

「
里
山
工
房
く
も
べ
」

里山工房くもべ
兵庫県篠山市西本荘西ノ山2-1
営業日時　金～月・祝日11:00～16:00
TEL　079-556-2570

ア ゴ ラ

第48回
シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第40回

今
月
の
作
品
「
抗あ

ら
が

い　

記
録
作
家　

林
え
い
だ
い
」

シアター・イメージフォーラム（渋谷区、2017年2月）
第七藝術劇場（大阪市、2017年3月～）
その他順次全国上映予定
http://aragai-info.net/screening/index1.html  
制作・配給：グループ現代／製作・著作：RKB毎日放送
監督：西嶋真司／2016年／カラー／100分／日本／
ドキュメンタリー

本書は、「人間の悩みはす

べて対人関係の悩みで

ある」と断言するアルフレッド・

アドラーの考え方をわかりやす

く解説した「嫌われる勇気」の続

編である。設定も前作同様、ひと

りの青年が哲人との問答を通し

て学びを深めていくというもの。

2 016年 10月に国の重要

文化財への指定が決まっ

た奈良少年刑務所（旧奈良監獄）

は1908年、政府が刑事施設の

近代化を目指した煉
れんが

瓦造りの「明

治五大監獄」の中で唯一の現役

　前回哲人と問答してから3

年、教師として働く青年が再び

哲人の書斎を訪ねるところから

始まる。実際の教育現場に触

れ、「褒
ほ

めてはいけない、叱
しか

って

もいけない」というアドラーの

教えを忠実に実践したところ、

教室が荒れてしまったというの

だ。これに対し、哲人は、問題行

動の五つの段階（称賛の欲求、

注目喚起、権力争い、復讐、無

能の証明）を説明しながら教育

の目標は「自立」であると説く。

そのためには生徒に対して「尊

である。2017年 3月に閉鎖さ

れ、ホテルへの転用話が浮上し

ているが、地元住民とはスポー

ツなど様々な交流があり、珍しく

住民に愛された刑務所であった。

保存運動を行ってきた「奈良少

幸せになる勇気─自己啓発の源流「アドラー」の教えⅡ
岸見一郎・古賀史健／著、ダイヤモンド社、2016年　1500円＋税

世界はもっと美しくなる
奈良少年刑務所詩集
寮美千子／編、受刑者／詩、
ロクリン社、2016年
1600円＋税

写真集　美しい刑務所
明治の名煉瓦建築　
奈良少年刑務所
寮美千子／文、上條道夫／写真、
西日本出版社、2016年
1800円＋税

敬」の念を抱くことも必要であ

ると。

　本書は、全体を通して教育を

テーマに語られているが、市民

活動の現場でも参考になる部

分が多い。その一つが「共同体

感覚」ではないだろうか。

　強さや順位を競い合う競争

原理は、おのずと「縦の関係」

に行き着き、勝者と敗者が生ま

れ、上下関係を生み出しやすく

なる。一方、アドラー心理学が

提唱する「横の関係」を貫くの

は、協力原理である。「他者と

年刑務所を宝に思う会」の会長

は、設計者山下啓次郎を祖父に

持つジャズピアニスト、山下洋輔

さんだ。

　泉鏡花文学賞を受賞した奈良

在住の作家、寮
りょう

美千子さんは、9

年間、「社会性涵養プログラム」

として、刑務所内でも特に「厄介

者」だった計 186人を相手に朗

読劇を行ったり詩を書いてもらっ

たりする月1回 1時間半、6カ月

間の授業を担当した。その姿勢

は、「できない」と言う人には「そ

れでもいいよ」と容認するもの

で、詩の出来栄えも一切評価しな

い。注意は「人の発言をさえぎら

ない」ことだけ。「思い込み」とい

う詩が載っている。10年前に同

刑務所の外側に来て「中は無法

の間に知識や経験、また能力の

違いがあってもかまわない。学

業の成績、仕事の成果に関係な

く、すべての人は対等であり、

他者と協力することにこそ共同

体を作る意味がある」と。

　物事を考える時によく陥りが

ちな「悪いあの人」「かわいそ

うなわたし」という二元的な見

方から脱却し、「これからどうす

るか」を共に考えることこそが、

新たな社会の創造には必要な

のではないだろうか。

編集委員　垂井 加寿恵

地帯だろう」と思ったが、自分が

入ったら「そうでもなかった」とい

うもの。寮さんも最初は「怖かっ

た」。しかし、人から認めてもらっ

た経験がない彼らも、「心の鎧
よろい

を

脱ぎさえすればやさしさが溢
あふ

れて

いる」と思うようになった。

　写真集は、建築や歴史遺産の

専門家の評価だけでなく、更生教

育に関わった僧侶や弁護士など

の篤志面接委員、職業訓練の外

部講師に加え、地元自治会長、住

民、元受刑者らが「あたたかい刑

務所」や「みんなの刑務所」につ

いて語っている。108年の伝統に

育まれた心を通わせる場としての

存在意義こそ遺されるべきでは

ないのか。

編集委員　神野 武美

ラ イ ブ ラ リ ー

第18回

映
画
の
冒
頭
、
林
え
い
だ
い

（
82
歳
）
は
、
あ
る
男
の

墓
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
筑
豊
炭

田
に
強
制
連
行
さ
れ
て
い
た
朝
鮮

人
を
殴お
う
さ
つ殺
し
た
男
で
あ
る
。
男

が
自
分
の
過
去
を
語
り
始
め
た

時
の
様
子
を
林
は
語
る
。
ひ
っ
そ

り
と
潜
ん
で
い
た
歴
史
が
あ
ら
わ

に
な
る
よ
う
な
瞬
間
だ
。
そ
し

て
映
し
出
さ
れ
た
林
の
直
筆
の

言
葉
に
、
私
は
動
揺
し
た
。

　
「
い
い
た
く
な
い
、
い
わ
な
い
。

表
面
に
出
な
い
隠
れ
た
部
分
こ

そ
、
問
題
な
の
だ
」

　

殴
殺
し
た
そ
の
男
は
、
後
々
も

周
囲
か
ら
冷
た
い
目
線
を
浴
び
せ

ら
れ
、
苦
し
ん
だ
と
い
う
。
男
の

奥
深
い
部
分
に
は
朝
鮮
人
に
対
す

る
差
別
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
こ
を

追
求
す
る
林
え
い
だ
い
の
言
葉
に

目
を
そ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
自
分

が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
動
揺
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　

林
は
１
９
３
３
年
福
岡
県
に
生
ま
れ

た
。
早
稲
田
大
学
中
退
後
、
故
郷
に

戻
り
、
北
九
州
市
役
所
に
勤
務
。
し
か

し
、
公
害
と
し
て
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
た
八
幡
製
鉄
の
問
題
に
、
公
務
員
で

あ
り
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り

辞
職
す
る
。
以
降
、
カ
メ
ラ
と
ペ
ン
を

持
ち
、
記
録
作
家
の
道
を
歩
み
続
け
て

い
る
。
冒
頭
に
書
い
た
信
念
の
も
と
、

林
の
目
線
は
常
に
歴
史
の
影
に
隠
れ
た

人
々
に
向
き
、
そ
こ
に
潜
む
差
別
意
識

と
闘
う
姿
勢
を
貫
い
た
。

　

映
画
で
は
、
林
の
父
・
寅
治
の
死
に

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
神
主
で
あ
っ
た

寅
治
は
、
過
酷
な
炭
鉱
労
働
か
ら
脱
走

し
た
朝
鮮
人
を
匿
か
く
まっ
た
罪
で
特
高
警
察

に
捕
ま
り
、
の
ち
に
そ
の
時
の
拷
問
の

傷
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
命
に
換
え

て
ま
で
朝
鮮
人
を
庇か
ば

お
う
と
し
た
父
親

が
、
な
ぜ
国
賊
・
非
国
民
扱
い
さ
れ
、

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
強
い
思
い
が
彼
の
記
録
作
家
活
動

の
原
点
に
な
っ
た
。

　

記
録
映
画
を
作
る
私
も
こ
の
映
画
に

は
学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
い
。
足
尾
銅

山
の
ル
ポ
を
書
い
た
際
の
回
想
シ
ー
ン
で

は
、
当
時
の
農
民
た
ち
が
鉱
毒
問
題
の

請
願
の
た
め
、
群
馬
か
ら
東
京
ま
で
歩

い
た
こ
と
を
受
け
、
林
も
ま
た
同
じ
場

所
を
歩
い
た
と
い
う
。
彼
ら
と
同
じ
苦

し
み
を
感
じ
る
た
め
に
、
実
体
験
を
通

じ
て
考
え
る
と
い
う
姿
勢
は
、
記
録
者

と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
自
分
を
叱し

っ
た咤

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
恥
ず
か
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。

　

林
は
現
在
、
悪
性
の
が
ん
に
侵
さ
れ

な
が
ら
も
、
指
に
ペ
ン
を
持
ち
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
を
巻
い
て
固
定
し
て
、
執
筆

し
続
け
て
い
る
。
抗
が
ん
剤
治
療
を
や

め
、
命
に
換
え
て
ま
で
も
記
録
し
よ
う

と
す
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
ぜ

ひ
機
会
を
見
つ
け
て
劇
場
で
こ
の
映
画

を
見
て
欲
し
い
と
願
う
。

『歴史の教訓に学ばない民族は、結局は自滅の道を歩むしかない』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林えいだいの言葉より

1979年岐阜県生まれ。記録映画「鳥の道を越えて」の監
督。民族文化映像研究所の姫田忠義の元で映像記録の
ノウハウを学ぶ。日本各地の芸能や民俗など暮らしを映像
で記録する活動に従事。現在も新作に向けて全国を駆け
回っている。「鳥の道を越えて」の自主上映を受け付け中。
問合せ：工房ギャレット（電話 090-7226-3806）

●今月の館主

今
い ま い

井  友
と も き

樹 イラスト：杉浦 健
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高齢者を孤立させない
大久保 朝江 （特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる　代表理事）

《ソシオロジックフォーカス〜社会学の視点で世相を深読み》  ⑭
純粋な赦しとは？ 　
岡崎 宏樹（神戸学院大学教授）

《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》  ⑮
ビッグシチュー、1冊いかがですか
佐野 章二（有限会社ビッグイシュー日本　共同代表）

《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》⑯
「沖縄差別」って？ 

《V時評》  ⑰
１．NGO規制が示唆する世界
２．制定後が正念場　休眠預金活用法

《マーケティングは愛だ－NPOのための入門講座》  ⑲
マーケティング施策を立案する！
長浜 洋二（株式会社PubliCo（パブリコ）代表取締役CEO）

《現場は語る　〜コーディネートの現場から》  �
特別養護老人ホーム等で取り組む地域活動
——地域住民との協働のあり方を考える
齊藤 裕三（高齢者総合福祉施設神の園　施設長）

《市民活動の暦（こよみ）〜 2月、3月にあったこと 》  �
70年前……「京都少年保護学生連盟」結成

《この人に》 � 

石川 梵さん（写真家、ノンフィクション作家）   

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》  �
「里山工房くもべ」／『抗い　記録作家　林えいだい』／
書籍紹介

《アートで市民活動－マチ・ヒト・ココロを元気にする Community Art》  �
のりっぱ
——町内会から“町内外会”へ
小川 直人（せんだいメディアテーク）

市民活動総合情報誌／

　

近
年
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
「
町
内
会
」
は
全
国
的

に
危
機
で
あ
る
ら
し
い
。

　

こ
こ
仙
台
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を

機
に
あ
ら
た
め
て
日
頃
か
ら

の
近
所
づ
き
あ
い
や
地
域
活

動
の
重
要
性
が
取
り
ざ
た

さ
れ
た
も
の
の
、「
仙
台
市

町
内
会
等
実
態
調
査
報
告

書
（
仙
台
市
／
２
０
１
５

年
）」
に
よ
れ
ば
、
役
員
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
悩

む
町
内
会
は
多
く
、
町
内
会

の
解
散
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
も

そ
も
「
町
内
会
」
と
い
う
言

葉
も
仕
組
み
も
、
も
う
ど
こ
か
古
め
か

し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

し
か
し
一
方
で
、
ア
ー
ト
が
媒
介
す

る
お
も
し
ろ
い
町
内
会
活
動
が
動
き
出

し
た
。
そ
の
名
も
「
の
り
っ
ぱ
」。「
斜

面
（
の
り
面
）」
の
「
空
き
地
（
は
ら
っ

ぱ
）」
だ
か
ら
「
の
り
っ
ぱ
」。
仙
台
市

中
心
部
に
古
く
か
ら
位
置
す
る
住
宅

地
・
片
平
地
区
大
手
町
を
拠
点
と
す
る

活
動
で
あ
る
。
都
市
計
画
道
路
が
廃
止

に
な
っ
た
公
用
地
の
管
理
運
営
を
、
地

区
の
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
組
織
間

の
垣
根
を
越
え
て
つ
く
っ
た
ま
ち
づ
く
り

団
体
が
引
き
受
け
、
そ
の
な
か
で
も
特

に
使
い
に
く
い
斜
面
を
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
や
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
し
か
け
を
通
じ
て
使
お
う
と
い
う
試

み
だ
。
町
内
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー

ナ
ー
や
そ
こ
に
集
う
ア
ー
ト
や
建
築
関
係

の
人
々
、
引
っ
越
し
し
て
き
た
行
政
職

員
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
１
６
年
に

「
の
り
っ
ぱ
部
会
準
備
会
」
と
し
て
立

ち
上
が
っ
た
。

　

一
定
の
人
口
増
に
恵
ま
れ
る
都
市
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
最
近
の
仙
台
の

中
心
部
で
は
、
空
い
た
土
地
が
あ
れ
ば

駐
車
場
か
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
く
。

し
か
し
こ
の
公
用
地
は
、
も
と
も
と
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
行
政
へ
託
し
た
土

地
。
新
た
な
公
共
の
場
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
｜
の
り
っ
ぱ
は
、

昔
か
ら
住
む
人
々
の
そ
ん
な
思
い
と
、
新

た
な
住
民
と
し
て
の
若
手
の
思
い
が
重

な
っ
た
結
果
、
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。
住

宅
地
の
一
角
で
あ
り
、
文
字
ど
お
り
斜

め
に
傾
い
た
土
地
だ
け
に
使
い
方
は
難
し

い
が
、
ヤ
ギ
を
連
れ
て
き
て
の
草
む
し
り

に
は
じ
ま
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て

開
放
し
た
り
、
斜
面
を
客
席
に
見
立
て

て
舞
踏
の
公
演
や
現
代
ア
ー
ト
に
関
す

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
上
映
会
を
や
っ

て
み
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
試
み

て
い
る
。

　

な
お
、
こ
こ
は
町
内
の
人
で
な
く
と

も
、
会
費
を
払
え
ば
自
ら
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
レ
ン
タ
ル
利

用
な
ど
も
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
あ
る
そ
う

で
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
に
「
の
り
っ
ぱ
」

の
活
用
方
法
を
試
し
な
が
ら
、
無
理

な
く
継
続
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
中
心
人
物

の
、
町
内
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
主
宰
す
る
関

本
欣き
ん
や哉
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
公
共
の
場
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
変

に
気
を
遣
っ
て
丸
く
柔
ら
か
い
こ
と
だ
け

に
は
し
な
い
」
と
の
こ
と
。

　

大
き
な
予
算
を
投
じ
て
有
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
呼
ぶ
わ
け
で
も
、
派
手
な

イ
ベ
ン
ト
を
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
行
政

が
遊
休
地
を
上
手
に
手
放
し
、
そ
こ
に

住
む
人
々
と
外
の
人
々
が
ゆ
る
や
か
に
集

ま
っ
て
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
生
ま

れ
た
こ
の
活
動
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
内

会
、
あ
る
い
は
、〝
町
内
外
会
〟
と
も
い

え
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
萌
芽
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ア ー ト で
市 民 活 動

マチ・ヒト・ココロを元気にする
Community Art

＊本誌の発行費用の一部は大阪府共同募金会の
　助成を受けています。

小
お が わ

川 直
な お と

人
1975年仙台生まれ。2001年よりせんだ
いメディアテークで学芸員として映画・映像
文化を中心に企画立案や活動支援に従
事。近年はアーカイブや資料の活用に取り
組む。また一方で、クリエイター有志による
プロジェクト〈logue〉など、地域での各種プ
ロジェクトのマネジメントや大学での教育活
動に携わっているほか、東日本大震災後に
は、プロジェクトFUKUSHIMA！や山形国際
ドキュメンタリー映画祭での東日本大震災
関連特集のコーディネーターなどを務めた。


